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こ
こ
で
は
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
内
容
を
内
閣
文
庫
所
載
に
な
る

『
天
主
聖
像
略

』
に
即
し
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

冒
頭
は
次
の
文
で
始
ま
る
。

　
　

上
邉

0

0

供
菟
的
是
天
主
、
即
大
西
洋
與
天
下
萬
國
所
稱　

斯
、
是
當

初
生
天
生
地
生
神
生
人
生
物
的
一
箇
大
主
宰
（
一
葉
表
。
傍
点
、
筆

者
注
。
特
に
注
記
し
な
い
限
り
以
下
同
じ
）。

　

崇
敬
の
念
を
向
け
る
対
象
と
し
て
上
方
に
備
え
ら
れ
た
も
の
は
、
主
な

る
神
、
す
な
わ
ち
西
洋
と
世
界
の
多
く
の
国
々
で‘D

eus’

│
│
「

斯
」
は
音
訳
し
た
も
の
│
│
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
始
め
に
天

と
地
、
天
使
と
人
間
、
万
物
を
創
造
し
た
一
人
の
大
い
な
る
主
宰
者
で
あ

る
。

　

冒
頭
に
記
さ
れ
た
事
物
の
位
置
を
示
す
と
こ
ろ
の
「
上
邉
」
と
い
う
語

に
は
具
体
的
な
場
所
を
示
す
語
が
附
さ
れ
て
い
な
い
。
補
う
と
す
れ
ば
、

ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ド
ナ
ル
ド
・
Ｋ
・
マ
ッ
キ
ム
『
キ
リ
ス
ト
教
神
学
用
語
辞
典
』（
高
柳
俊

一
・
熊
澤
義
宣
・
古
屋
安
雄
監
修
）（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
二

〇
〇
二
年
）
に
は
「
像
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
（
二
七
四
頁
）、
そ
こ
に

は
、「
キ
リ
ス
ト
、
処
女
マ
リ
ア
、
聖
人
の
立
体
的
表
現
で
、
ロ
ー
マ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
に
お
い
て
崇
敬
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。」（
同
頁
）

と
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
像
は
教
会
の
敷
地
内
の
建
物
の
中
に
置
か
れ
る
。

そ
の
建
物
は
、「
…
…
教
会
法
に
お
い
て
は
、
信
者
が
神
へ
の
礼
拝
を
公

け
に
行
う
た
め
に
使
う
こ
と
を
主
要
目
的
と
し
て
建
て
ら
れ
た
聖
な
る
建

造
物
を
意
味
す
る
」（
枝
村
茂
「
教
会
堂
」
研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大

事
典
』
第
二
儻
、
二
六
三
頁
）
と
こ
ろ
の‘ecclesia’

な
る
「
教
会
堂
」

（
同
頁
）、
或
い
は
「
一
定
の
共
同
体
ま
た
は
そ
こ
に
集
会
す
る
信
者
集
団

の
便
宜
の
た
め
に
、
裁
治
権
者
の
許
可
の
も
と
に
、
神
の
礼
拝
に
あ
て
ら
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れ
た
場
所
」（
枝
村
茂
「
礼
拝
堂
」
同
事
典
第
四
儻
、
一
三
八
九
頁
）
で

あ
る
と
こ
ろ
の‘oratorium

’

な
る
「
礼
拝
堂
」（
同
頁
）
で
あ
る
で
あ

ろ
う
│
│
冨
山
房
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典
』
で
は
、
前
者
は
「
聖
堂
」

（
第
三
儻
、
二
四
五
頁
）、
後
者
は
「
オ
ラ
ト
リ
ウ
ム
（
小
聖
堂
）」（
第
一

儻
、
三
二
八
頁
）
と
な
っ
て
い
る
│
│
。
キ
リ
ス
ト
の
像
が
置
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
、‘ecclesia’

で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、「
上
邉
」
と
い
う
語
の
上
に
「
聖
堂
」
と
い
う
語
を
補
う
こ
と
が

出
来
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

要
す
る
に
、
こ
の
文
章
は
教
会
堂
の
中
の
上
方
の
場
所
に
置
か
れ
た
キ

リ
ス
ト
の
像
を
仰
ぎ
見
る
位
置
で
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
う

え
で
解
説
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

「
洗
礼
志
願
者
」（
前
掲
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
『
キ
リ
ス
ト
教
神
学

用
語
辞
典
』、
二
七
三
頁
）
で
あ
る
と
こ
ろ
の
教
会
の
来
訪
者
に
対
し
て

像
に
か
た
ど
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
の
「
キ
リ
ス
ト
教
の
正
統
な
信

仰
内
容
と
し
て
教
会
の
権
威
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
教
え
」（
百
瀬
文
晃

「
教
義
」『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』、
二
八
七
頁
）
で
あ
る
と
こ
ろ
の
教

義
（dogm

a

）
が
説
き
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
文
章
は
白
話
文
で
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
声
に
出
し
て
人
に
聴
か
せ
る
な
ら
ば
、
聴
い

た
者
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
そ
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
は

な
い
か
。

　

教
会
堂
に
置
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
像
を
示
し
て
述
べ
ら
れ
る
最
初
の
こ

と
が
ら
は
、
神
は
天
地
万
物
の
創
造
者
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
主
宰
者
で

あ
っ
て
一
人
で
あ
る
│
│
「
一
箇

0

0

大
主
宰
」
の
「
一
箇
」
は
単
純
に
数
量

的
に
「
一
」
を
表
わ
す
よ
う
に
見
え
る
が
、
万
物
の
創
造
者
に
し
て
主
宰

者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
超
越
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
と

す
れ
ば
、
こ
の
「
一
」
に
は
他
に
並
ぶ
べ
く
も
な
い
「
唯
一
無
二
」
な
る

存
在
で
あ
る
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か

│
│
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

神
が
創
造
者
に
し
て
主
宰
者
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
後

で
、
天
と
地
、
天
使
と
人
間
の
創
造
の
事
情
が
説
か
れ
る
。

　
　

天
主
爲
甚

生
天
。
天
有
円
件
。
一
件
是
我
們
㸔
得
見
。
上
邉
有
日

月
星
辰
的
天
。
造
這
天
、
與
我
們
做
葢0

覆0

。
造
這
日
月
星
辰
、
與
我

們
做

光
。
此
乃
是
有
形
的
天
、
爲
我
們
造
的
（
一
葉
表
）。

　

主
な
る
神
に
よ
る
天
の
創
造
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
天
に
は

二
つ
あ
る
。
一
つ
め
の
天
は
可
視
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
方
に
太

陽
、
月
、
星
が
あ
る
と
こ
ろ
の
天
で
あ
る
。
こ
の
天
の
創
造
は
人
間
に
覆

い
と
し
て
与
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
天
に
附
属
す
る
太
陽
、
月
、
星

の
創
造
は
人
間
に
世
界
を
照
ら
す
光
と
し
て
与
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ

れ
が
す
な
わ
ち
物
質
的
な
天
で
あ
っ
て
、
主
な
る
神
が
人
間
の
た
め
に
創

造
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
「
葢
覆
」
と
い
う
語
が
あ
る
。『
漢
語
大
詞
典
』
第
九
儻
の
四

九
八
頁
に
こ
の
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
の
語
義

は
「
覆 

盖
、
遮
盖
。」（
同
頁
）
で
あ
り
、
第
二
の
語
義
は
「
掩
盖
、
遮

瞞
。」（
同
頁
）
で
あ
る
。
単
に
物
理
的
に
遮
蔽
す
る
と
い
う
意
味
で
は
第

一
の
語
義
が
該
当
す
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

ニ
ー
ダ
ム
の
『
中
国
の
科
学
と
文
明
』
第
五
儻
「
天
の
科
学
」（
新
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版
）（
思
索
社
、
一
九
九
一
年
）
第
二
十
章
「
天
文
学
」（
ｄ
）「
古
代
中

世
の
宇
宙
構
造
論
の
観
念
」
に
は
三
つ
の
代
表
的
な
伝
統
的
宇
宙
論
と
そ

れ
以
外
の
見
解
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
四
十
一
頁

－

六
十
頁
）。
そ
の
三

つ
と
は
「
蓋
天
説
（
半
球
形
の
ド
ー
ム
）」（
四
十
一
頁

－

四
十
七
頁
）、

「
渾
天
派
（
天
球
）」（
四
十
七
頁

－

五
十
頁
）、
及
び
「
宣
夜
説
（
無
限
の

空
間
）」（
五
十
頁

－

五
十
七
頁
）
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は
『
淮
南

子
』
儻
三
「
天
文
訓
」
の
中
に
記
さ
れ
た
見
解
（
五
十
七
頁

－

六
十
頁
）

で
あ
る
。

　

こ
の
場
合
は
、「
蓋
天
説
は
内
的
証
拠
か
ら
見
て
上
記
三
説
の
中
で
確

か
に
最
も
古
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
…
…
。
天
は
半
球
の
覆
い
で
、
大
地

は
伏
せ
た
椀
と
仮
想
さ
れ
、
両
者
の
距
離
は
八
万
里
で
、
こ
う
し
て
同
心

の
二
つ
の
ド
ー
ム
を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。」（
四
十
一

頁
）
と
こ
ろ
の
第
一
の
蓋
天
説
に
近
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、『
聖
像
略

』
の
作
者
は
蓋
天
説
に
拠
っ
て
宇
宙
の
構

造
を
捉
え
て
い
る
と
大
ま
か
に
言
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。

　

物
質
的
な
天
は
人
間
を
保
護
す
る
た
め
の
巨
大
な
覆
い
で
あ
り
、
そ
こ

に
附
属
す
る
太
陽
、
月
、
星
は
人
間
が
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
光
を
提

供
す
る
存
在
で
あ
る
。
主
な
る
神
に
よ
る
物
質
的
な
天
と
そ
の
附
属
物
の

創
造
は
人
間
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
天
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

一
件
是
我
們
如
今
㸔
不
見
的
、

做
天
堂
。
乃
是
天
神
及
諸
神0

聖0

 

見

天
主
、
享
受
無
量
無
限
的
年
正
福
樂
的
居
處

0

0

（
一
葉
表
裏
）。

　

も
う
一
つ
は
不
可
視
の
も
の
で
、
天
国
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
天
使
と
諸
聖
人
│
│
「
神
聖
」
と
い
う
語
に
似
た
も
の

は
、『 

天
主
教
要
解
略
』
上
儻
の
「
天
主
十
誡
解
略
」
の
次
に
収
め
ら
れ

た
「
十
二
亞
玻
斯
多
羅
性
薄
録
」（
＝‘Sym

bol um
 Apostolorum

’

な

る
「
使
徒
信
条
」〔
小
高
毅
「
使
徒
信
条
」
研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大

事
典
』
第
二
儻
、
一
二
六
四
頁

－

一
二
六
五
頁
〕
の
中
の
「
聖0

神0

相
通

功
」（
二
十
七
葉
表
）
と
い
う
語
句
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
語
句

そ
の
も
の
は
、‘com

m
unio sanctorum

’

な
る
「
聖
徒
の
交
わ
り
」

（
小
高
毅
「
聖
徒
の
交
わ
り
」『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
三
儻
、
七
四

二
頁

－

七
四
四
頁
）
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
か
つ
て
は

「
諸
聖
人
の
通
功
」（
小
林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』、
二
九
三

頁
）
と
訳
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。‘sanctorum

’

は
「
聖
人
」
と
訳

さ
れ
る‘sanctus’

の
複
数
属
格
で
あ
ろ
う
。『
教
要
解
略
』
の
中
の

「
十
二
亞
玻
斯
多
羅
性
薄
録
」
の
「
解
略
」
の
箇
所
で
は
「
聖
神
相
通

功
」
の
語
句
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
る
（
上
儻
、
四
十
葉
表
裏
）。
そ
こ

に
は
「
聖
神
」
そ
の
も
の
の
語
句
の
説
明
は
な
い
が
、『
教
要
解
略
』
中

の
「
聖
神
」
は
「
聖
人
」
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
│
│
が
、
主

な
る
神
を
観
、
永
遠
の
真
の
幸
い
を
享
受
す
る
住
い
│
│
「
居
處
」
と
い

う
語
は
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
十
四
章
二
節
の
一
文
「
わ
た
し
の
父
の
家

に
は
、
住
む
所

0

0

0

が
た
く
さ
ん
あ
る
。」（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
聖
書
研
究
所

訳
）（
ヴ
ル
ガ
タ
の
原
文
は
、“In dom

o Patris m
ei m

ansion es 

m
 ultae sunt”

）
の
中
の
「
住
む
所
」（‘m

ansion es’

）
と
い
う
語
を
想

起
さ
せ
る
。
こ
の
箇
所
は
代
表
訳
は
「
所
居
」、
Ｂ
Ｃ
訳
は
「
第
宅
」、
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U
nion V ersion

訳
は
「
住
處
」、
そ
し
て
思
高
聖
經
學
會
│
│
大
ま
か

に
訳
せ
ば
、「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
聖
書
学
会
」
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か

│
│
訳
は
「
住
處
」
と
な
っ
て
い
る
│
│
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
天
使
や
聖
人
が
神
を
観
る
場
所
と
し
て
の
天
国
の
捉
え
方

は
、「
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
の
教
え
で
、
天
使
や
死
後
の
聖
人
が

神
を
感
じ
る
直
接
的
か
つ
喜
び
に
満
ち
た
体
験
」（
前
掲
『
キ
リ
ス
ト
教

神
学
用
語
辞
典
』、
一
八
七
頁
）
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
「
至
福
直
観
」

（‘beatificare’

）（
同
頁
）
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
上
の
概
念
に
基
づ

い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　

我
們
做
好
人
、
爲

天
主
所
愛0

、
後
來
命
終
、
身
形
歸
土
、
其
靈
魂

0

0

亦
得
居

天
堂
、
與

天
主
神
聖
一
同
享
受
無
邉
無
量
苑
船
真
正
福

樂
也
。
這
就
是
如
今
㸔
不
見
的
天
、
是
我
們
做
好
人

上
得
去
的

（
一
葉
裏
）。

　

人
は
善
き
者
で
あ
れ
ば
、
主
な
る
神
に
愛
さ
れ
る
。
や
が
て
地
上
で
の

生
命
尽
き
れ
ば
、
肉
体
は
土
に
帰
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
霊
魂
は
天
国
に

入
る
こ
と
が
出
来
、
主
な
る
神
と
聖
人
と
共
に
限
り
な
い
測
り
知
れ
な
い

永
遠
の
真
の
幸
い
を
享
受
す
る
。
こ
れ
が
地
上
で
の
生
命
が
存
続
す
る
間

は
不
可
視
で
あ
る
と
こ
ろ
の
天
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
は
人
が
善
き
者

で
あ
っ
て
初
め
て
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
中
に
出
て
来
る
「
愛
」
と
「
靈
魂
」
と
い
う
語
に
着
目
し
た
い
。

　

日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
関
係
す
る
語
に
「
御
大
切
」
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
小
林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教
百
科
事
典
』（
東
京
堂
）
の
「
御
大

切
」
の
項
に
は
、「
人
類
に
対
す
る
神
の
愛
を
『
デ
ウ
ス
の
御
大
切
』」

（
六
一
八
段
〔colum

n

〕）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
の
人
へ
の
愛
は
当
時

の
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
「
御
大
切
」
と
い
う
語
を
も
っ
て

表
わ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
聖
像
略

』
で
は

「
愛
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
名
詞
と
動
詞
の
用
法
上
の
違
い

は
あ
る
け
れ
ど
も
、中
国
に
お
い
て
は
明
末
期
か
ら‘caritas’

や

‘diligo’

に
当
た
る
漢
訳
語
と
し
て
「
愛
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
た
こ

と
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
、「
靈
魂
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
こ
の
語
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
思
想
の‘Anim

a’

（
小
林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』

東
京
堂
、
八
頁
）
と
い
う
概
念
を
漢
訳
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
加
藤
和

哉
「
霊
魂
」
の
【
神
学
・
哲
学
的
展
開
】
の
箇
所
に
は
、「
教
父
た
ち

は
、
全
体
と
し
て
は
聖
書
的
人
間
観
に
と
ど
ま
り
つ
つ
も
、
ギ
リ
シ
ア
哲

学
の
霊
魂
論
を
援
用
し
て
、
人
間
の
霊
魂
が
身
体
に
依
存
し
な
い
理
性
的

0

0

0

働
き

0

0

を
持
ち
、
身
体
と
と
も
に
滅
び
る
の
で
は
な
い
霊
的
存
在

0

0

0

0

で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
、
霊
魂
を
神
の
像

0

0

0

と
し
て
の
人
間
存
在
の
中
心
に
据
え
た
。」

（『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』、
一
二
一
二
頁
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

‘anim
a’

な
る
「
靈
魂
」
は
身
体
と
は
独
立
し
た
理
性
的
存
在
で
あ
り
、

神
の
像
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

天
啓
四
年
（
一
六
二
四
年
）
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
畢
方
済
、
す
な
わ
ち

サ
ン
ビ
ア
ー
ジ
（Francesco S am

biasi

）
│
│
尾
原
悟
「
サ
ン
ビ
ア
ー

ジ
」
研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
二
儻
、
二
〇
八
頁
。
綴
り
と

発
音
に
つ
い
て
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
のM

auro Brunello

氏

に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
│
│
が
口
授
し
、
徐
光
啓
が
筆
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録
し
た
体
裁
で
『
霊
言
蠡
勺
』
が
出
版
さ
れ
た
│
│
徐
宗
澤
『
明
清
間
耶

穌
会
士
訳
著
提
要
』
上
海
世
紀
出
版
集
団
、
一
四
九
頁
│
│
。
こ
れ
は
柴

田
篤
「『
亜
尼
瑪
』
と
『
霊
魂
』
│
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
漢
訳
語
に
つ
い
て

│
」
に
よ
れ
ば
、「
利 

瑪
竇
以
後
に
著
さ
れ
た
霊
魂
に
関
す
る
専
著
」（
昭

和
六
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総
合
研
究
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書

『
イ
エ
ズ
ス
会
士
関
係
著
訳
書
の
基
礎
的
研
究
』
研
究
代
表
者
吉
田
忠
、

一
九
八
八
年
、
十
頁
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

同
論
文
に
よ
れ
ば
「
こ
の
書
物
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、『
亜
尼
瑪
』
と

い
う
音
訳
語
が
全
体
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。」（
同
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、『
霊
言
蠡
勺
』
で
は
ラ
テ
ン
語

‘a nim
a’

の
漢
訳
語
と
し
て
原
語
の
音
を
反
映
し
た
「
亜
尼
瑪
」
と
い
う

語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
自
序
の
冒
頭
で
、
…
…

『
亜
尼
瑪

0

0

0

』
に
つ
い
て
は
『
訳
し
て
霊
魂

0

0

と
い
う
。
亦
た
霊
性

0

0

と
い
う
。』

と
注
記
し
て
い
る
。」（
同
頁
）
と
あ
る
。
実
際
、「
靈
言

勺
引
」
に
は

最
初
に
「
亞
尼
瑪
」
と
い
う
語
が
出
て
来
て
、
そ
の
割
り
注
に
、「
譯
言

靈
魂

0

0

、
亦
言
靈
性

0

0

。」（
一
葉
表
〔
臺
灣
學
生
書
局
『
天
學
初
函 
㈡
』、
一

一
二
七
頁
〕）
と
あ
る
。

　
『
霊
言
蠡
勺
』
よ
り
も
前
に
楊
廷
筠
述
『
代
疑
編
』（
天
啓
元
年
〔
一
六

二
一
年
〕
の
王
徴
の
序
あ
り
〔
臺
灣
學
生
書
局
『
天
主
敎
東
傳
文
献
』、

四
八
九
頁
〕）
が
出
て
い
る
。
儻
上
の
「
答
既
説
人
性
以
上
所
言
報
應
反

渉
粗
迹
條
」
に
は
、「
惟
亞
尼
瑪

3

3

3

譯
言
靈
魂

3

3

、
人
之
所
以
異

禽
獸
者
、

全
在

此
。
…
…
實
天
主

以
予
之
、
若
誥

文
憑
然
。」（
十
六
葉
裏

〔
五
三
八
頁
〕）
と
あ
る
。
吳
金
瑞
編
『
拉
典
漢
文
辭
典
』（
光
啓
出
版

社
）
の‘anim
a’

の
項
の
「
註
」
に
は
、“anim

a vegitativa.生
魂
. 

anim
a sensitiva. 覺

魂
. anim

a rationalis. 靈
魂
.”

（p. 108

）
と

あ
る
。
人
間
の
有
す
る‘anim

a rationalis’

な
る
理
性
的
な
生
命
の

原
理
の
よ
う
な
も
の
を
「
亞
尼
瑪
」
と
音
訳
し
、「
靈
魂
」
と
漢
訳
し
た

わ
け
で
あ
る
。

　
『
聖
像
略

』
の
中
の
「
靈
魂
」
は
サ
ン
ビ
ア
ー
ジ
の
『
霊
言

勺
』、

楊
廷
筠
の
『
代
疑
編
』
の
中
の‘anim

a’

な
る
「
霊
魂
」
と
同
一
で
あ

る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

伝
統
的
な
中
国
思
想
の
世
界
を
背
景
に
置
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
こ
と

は
、
道
徳
的
に
善
な
る
者
だ
け
が
天
国
に
入
り
、
天
国
に
入
っ
た
者
は
そ

こ
で
永
遠
に
無
限
の
幸
い
を
享
受
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
衆
生
が
自
ら
作
っ
た
業
に
よ
っ
て
生
死
を
繰
り
返
す
六
つ
の
世
界
」

（「
六
道
」『
岩
波
仏
教
辞
典
』、
八
四
八
頁
）
で
あ
る
と
こ
ろ
の
仏
教
の

「
六
道
」
の
一
つ
で
あ
る
「
天
」
の
世
界
の
事
情
と
は
異
な
る
。
と
い
う

の
は
、「
…
…
仏
教
で
は
、
解
脱
し
な
い
限
り
、
生
あ
る
者
は
迷
い
の
世

界
で
あ
る
三
界
六
道
（
も
し
く
は
五
道
）
を
輪
廻
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。」（「
輪
廻
」『
岩
波
仏
教
辞
典
』、
八
三
七
頁
）
と

あ
る
よ
う
に
、
仏
教
の
「
天
」
は
迷
い
の
世
界
の
中
の
一
通
過
点
に
す
ぎ

ず
、
永
遠
の
究
極
の
世
界
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
天
国
の
概
念
は
中
国
の
伝
統
的
な
宗
教
世
界

の
中
に
は
従
来
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
簡
潔
で
明
快
な
天
国
の
説
明
に
明
末
中
国
の
人
々
は
新
鮮
な
驚
き
を

覚
え
た
か
も
知
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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次
に
主
な
る
神
に
よ
る
地
の
創
造
の
事
情
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
　

天
主
爲
甚

生
地
。
地
有
円
件
。
一
件
是
我
們
㸔
得
見
、
上
邉
有
山

川
人
物
的
地
。
造
這
地
來
、
乗
載
我
們
。
造
這
萬
物
來
、
養
育
我

們
。
此
乃
是
㸔
得
見
的
地
、
爲
我
們
造
的
（
一
葉
裏

－

二
葉
表
）。

　

主
な
る
神
に
よ
る
地
の
創
造
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
地
に
は

二
つ
あ
る
。
一
つ
め
の
地
は
人
に
と
っ
て
可
視
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の

上
方
に
山
や
川
、
人
が
生
息
し
物
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
地
で
あ
る
。
こ

の
地
の
創
造
は
そ
こ
に
人
を
住
ま
わ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
す
べ
て
の

物
の
創
造
は
人
を
養
い
育
て
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
が
可
視
的
な
地
に
ほ

か
な
ら
ず
、
人
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
人
間
の
居
住
世
界
と
し
て
の
地
の
創
造
、
並
び
に
人
間
の
生

存
の
た
め
の
万
物
の
創
造
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
神

に
よ
る
可
視
的
な
地
の
創
造
は
人
間
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

簡
潔
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

可
視
的
な
天
と
可
視
的
な
地
の
い
ず
れ
も
人
間
の
た
め
で
あ
る
と
い
う

記
述
の
仕
方
は
興
味
深
い
。
イ
グ
ナ
チ
オ
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
『
霊
操
』
の
第

一
週
の
部
の
最
初
の
箇
所
に
、「
…
…
さ
ら
に
、
地
上
の
他
の
も
の
が
創

ら
れ
つ
つ
あ
る
の
も
、
人
間
の
た
め
で
あ
り
、
人
間
が
創
ら
れ
た
目
的
を

達
成
す
る
上
で
、
そ
れ
ら
の
も
の
が
人
間
を
助
け
る
た
め
で
あ
る
。」

（「
根
源
と
礎
（
い
し
ず
え
）」（
門
脇
佳
吉
訳
・
解
説
『
霊
操
』
岩
波
文

庫
、
八
十
六
頁
）
と
あ
る
。『
聖
像
略

』
の
語
句
は
或
い
は
こ
れ
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
地
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

一
件
是
我
們
如
今
㸔
不
見
的
、

做
地
獄
、
乃
是
邪
魔
惡

及
諸
惡

人
受
無
量
無
限
之
年
苦
難
的
居
處
（
一
葉
裏

－

二
葉
表
）。

　

も
う
一
つ
は
地
上
で
の
生
命
が
存
続
す
る
間
は
不
可
視
の
も
の
で
、
地

獄
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
邪
悪
な
霊
及
び
も
ろ
も

ろ
の
悪
人
が
測
り
知
れ
な
い
永
遠
の
苦
し
み
を
味
わ
う
住
い
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

　
　

我
們
做
不
好
人
、
得
罪

0

0

0　

天
主

0

0

、
後
來
命
終
、
靈
魂
亦
要
墮
入
地

獄
、
爲
魔

所
苦
、
與
他
同
受
無
量
無
窮
永

真
正
苦
苙
也
。
這
就

是
如
今
㸔
不
見
的
地
、
是
我
們
做
了
不
好
人
、
定
要
下
去
的
（
二
葉

表
）。

　

人
は
悪
し
き
者
で
あ
れ
ば
、
主
な
る
神
に
罪
を
認
め
ら
れ
る
。
や
が
て

命
が
尽
き
た
と
し
て
も
、
霊
魂
は
地
獄
に
落
ち
、
悪
し
き
霊
に
苦
し
め
ら

れ
、
彼
ら
と
と
も
に
測
り
知
れ
な
い
永
遠
の
真
の
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
が
地
上
に
あ
っ
て
は
不
可
視
の
地
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ

こ
は
悪
し
き
者
で
あ
れ
ば
か
な
ら
ず
行
く
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
得
罪
」
と
い
う
語
に
着
目
し
た
い
。『
漢
語
大
詞
典
』
第
三

儻
に
「
得
罪
」
と
い
う
項
（
九
九
九
頁
）
が
あ
り
、
第
一
の
語
義
が
「
獲

罪
。」（
同
頁
）、
第
二
の
語
義
が
「
冒
犯
、
触
怒
。」（
同
頁
）
と
な
っ
て

い
る
。
第
二
の
語
義
の
用
例
に
『
孟
子
』「
離
婁
章
句
上
」
の
中
の
「
爲

政
不
難
、
不
得
罪

0

0

於
巨
室
。」（
中
華
書
局
「
新
編
諸
子
集
成
」『
四
書
章

句
集
注
』、
二
七
八
頁
）
と
い
う
箇
所
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
注
に
は
、

「
得
罪

0

0

、
謂
身
不
正
而
取
怨
怒
也
。」（
同
頁
）。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
『
聖
像

略

』
の
「
得
罪
於　

天
主
」
と
い
う
箇
所
も
、「
身
が
正
し
く
な
い
た
め



（7）

愛知大学　言語と文化　No. 37

230

に
主
な
る
神
に
怒
ら
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
人
が
神
の
怒
り
を
受
け
る
の
は
人
が
罪

を
犯
す
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
の
「
得
罪
」
の
「
罪
」
と
い
う
語
に

は
従
来
の
漢
語
の
意
味
に
加
え
て
キ
リ
ス
ト
教
の‘peccatum

’

な
る

「
罪
」（
小
林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』
東
京
堂
、
三
二
一
頁
）

の
意
味
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
「
罪
」
に
つ
い
てM

. W
aldm

ann

は
「
Ⅲ
．﹇
罪
﹈」
に
お
い

て
、「
キ
リ
ス
ト
敎
に
於
け
る
罪
な
る
も
の
は
、
天
主
及
び
そ
の
掟
に
反

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る

0

0

責
任
あ
る
處
罸
さ
る
べ
き
振
舞

0

0

を
意
味
す
る
。」（「
罪
と
惡
」
冨
山

房
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典
』
Ⅲ
、
五
三
四
頁
）
と
記
す
。
つ
ま
り
、
神
と

そ
の
掟
に
反
す
る
行
為
が
罪
と
見
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
掟
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。Albert H

a rtm
ann

は
「
Ⅰ
．

﹇
天
主
の
十
誡
﹈」
に
お
い
て
、「
廣
義
に
於
い
て
掟
と
は
合
法
的
長
上
の

拘
束
的
意
志
表
示
を
意
味
し
、
此
の
場
合
に
は
公
權
（
教
會
又
は
國
家
）

に
基
い
て
發
せ
ら
れ
る
法
を
も
含
む
。
從
つ
て
天
主
の
十
誡

0

0

0

0

0

又
は
教
會
の

制
令
等
と
稱
せ
ら
れ
る
。
狹
義
に
於
い
て
は
私
的
權
威
（
兩
親
、
雇
主
）

に
基
き
、
又
は
個
々
の
場
合
に
或
は
一
時
的
に
發
せ
ら
れ
る
命
令
を
意
味

す
る
。」（「
掟
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典
』
Ⅰ
、
二
九
七
頁
）
と
記
す
。

　

ま
た
浜
口
吉
隆
は
「
掟
」
に
お
い
て
、「
掟
と
は
、
人
間
の
行
動
を
一

定
の
善
へ
価
値
に
向
け
て
義
務
づ
け
る
戒
律

0

0

で
あ
る
。
…
…
聖
書
と
キ
リ

ス
ト
教
思
想
に
お
い
て
、
掟
（〔
ギ
〕entolē

）
は
律
法
（no m

os

）
に

近
い
概
念
で
あ
り
、
前
者
は
後
者
を
よ
り
具
体
的
に
表
現
す
る
。
通
常
、

神
の
掟
と
教
会
の
掟
と
に
大
別
さ
れ
る
が
、
倫
理
神
学
の
内
容
と
体
系
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

規
定
し
て
き
た
掟

0

0

0

0

0

0

0

は
十
戒

0

0

で
あ
る
。」（
研
究
社
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』

第
一
儻
、
九
〇
三
頁
）
と
記
す
。

　

新
旧
の
カ
ト
リ
ッ
ク
辞
典
の
「
掟
」
の
説
明
に
共
通
す
る
根
幹
的
な
語

は
十
戒
で
あ
る
。『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
の
記
述
の
中
に
あ
る
「
倫

理
神
学
」
と
は
マ
ッ
キ
ム
『
キ
リ
ス
ト
教
神
学
用
語
辞
典
』
の
「
倫
理
神

学　

m
oral theology

」（
四
二
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
ロ
ー
マ
・
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
用
語
で
、
神
と
の
関
連
で
人
間
の
行
動
の
正
邪

（m
orality

）
を
扱
う
神
学
の
部
門
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
で
は
通

常
『
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
』
と
呼
ば
れ
る
。」（
同
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
『
聖
像
略

』
に
お
い
て
問
わ
れ
て
い
る
も
の
は
人
間
の
行
為
の
善
悪

で
あ
る
。
従
っ
て
『
聖
像
略

』
と
の
関
連
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
も

の
も
善
悪
の
基
準
と
し
て
の
十
戒
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。

　

以
上
は
神
に
よ
る
天
と
地
の
創
造
の
事
情
の
説
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

二
つ
の
重
要
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
神
に
よ
る
可
視
的
な

天
と
地
の
創
造
は
人
間
の
生
存
を
目
的
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
神
に
よ
る
不
可
視
的
で
永
遠
の
天
と
地
の
創
造
は
人
間
の
生
存
時
に
お

け
る
善
悪
の
行
為
に
対
す
る
審
判
を
目
的
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
世
界
観
に
お
い
て
可
視
的
世
界
と
不
可
視
的
世
界
は
交
互
に
連
続

的
に
展
開
し
な
い
。
可
視
的
な
束
の
間
の
世
界
は
不
可
視
的
な
永
遠
の
世

界
へ
の
準
備
の
場
と
し
て
不
可
視
的
な
世
界
に
関
わ
る
形
で
、
世
界
は
二

重
の
構
造
を
な
す
。
そ
の
構
造
は
円
環
的
で
は
な
く
、
単
線
的
に
し
て
直

線
的
で
あ
る
。
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こ
の
二
重
構
造
の
世
界
に
お
い
て
道
徳
的
行
為
は
新
た
な
意
義
づ
け
を

付
与
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
中
国
の
伝
統
的
な
儒
教
思
想
の
世
界
に
お

い
て
道
徳
的
行
為
は
そ
れ
自
身
が
目
的
と
し
て
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
の
目
的
の
た
め
に
手
段
化
さ
れ
得
な
い
も

の
で
あ
ろ
う
。『
聖
像
略

』
は
不
可
視
の
次
元
を
新
た
に
提
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
自
己
目
的
的
な
道
徳
観
を
対
象
化
し
相
対
化
す

る
働
き
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
天
使
と
人
間
の
創
造
の
事
情
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
　

天
主
爲
甚

生
神
。
當
初
造
天
地
的
時
節
、
造
出
許
多
神
、
用
他
奉

事　

天
主
、
聽
候
使
令
、
守
護
人
類
、
扶
植
萬
物
。
這
神
至
靈

0

0

、
亦

純
是
神0

體0

、
無0

有0

形
質

0

0

。
神
同
極
大
、
緫
分
作
九
品
（
二
葉
表
）。

　

主
な
る
神
に
よ
る
天
使
の
創
造
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
天
地

創
造
に
当
り
、
神
は
多
く
の
天
使
を
創
造
し
た
。
そ
れ
は
神
に
仕
え
さ
せ

る
た
め
で
あ
っ
た
。
神
は
天
使
に
命
令
し
て
人
間
を
守
ら
せ
、
万
物
を
支

え
さ
せ
た
。
こ
の
天
使
は
最
高
度
に
霊
的
で
あ
っ
て
、
ま
た
精
神
的
な
体

を
有
し
、
物
質
的
な
体
を
持
た
な
い
。
天
使
の
数
は
き
わ
め
て
多
く
、
す

べ
て
九
つ
の
等
級
に
分
け
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
二
つ
の
重
要
な
こ
と
が
ら
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
天

使
が
純
粋
に
霊
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
天
使
が
九

つ
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
ン
・
Ａ
・
ハ
ー
ド
ン
編
著
『
カ
ト
リ
ッ
ク
小
事
典
』（
Ａ
・
ジ
ン
マ
ー

マ
ン
監
修
、
浜
寛
五
郎
訳
）〔
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
事
典
縮
小
版
〕（
エ
ン
デ

ル
レ
書
店
）
の
「
天
使
（
一
）」
の
項
（
二
二
六
頁
）
に
は
、「
神
に
よ
っ

て
創
ら
れ
た
純
粋
な
霊

0

0

0

0

。
…
…
肉
体
を
も
た
ず

0

0

0

0

0

0

、
存
在
ま
た
は
活
動
の
た

め
に
物
質
に
依
存
し
て
い
な
い
純
粋
な
霊
で
あ
る
。」（
同
頁
）
と
あ
る
。

　

こ
れ
に
は
依
拠
す
べ
き
神
学
的
な
理
論
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
稲
垣
良

典
『
天
使
論
序
説
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
れ
ば
、

「
そ
の
よ
う
な
天
使
の
存
在
に
関
す
る
『
理
に
か
な
っ
た
』
議
論
の
一
つ

が
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
『
神
学
大
全
』
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
創
造
主
た
る
神
は
何
よ
り
も
自
ら
が
創
っ
た
世
界
が
自
ら
と

似
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
図
す
る
。
し
か
る
に
神
は
知
性
と
意
志
を

も
っ
て
世
界
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
創
ら
れ
た
世
界
・
宇
宙
が
神

に
似
て
完
全
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
知
的
な
被
造
物
の
存
在

す
べ
き
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
も
、
知
的
な
活
動
は
本
来
的
に
物
体

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

的0

（
身
体
的

0

0

0

）
な
も
の
に
は
属
し
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
か
ら
、
神
に
よ
っ
て
創

ら
れ
た
世
界
・
宇
宙
が
完
全
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
非
物
体
的
な
知
的

0

0

0

0

0

0

0

存
在

0

0

、
す
な
わ
ち
天
使

0

0

た
ち
が
存
在
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
神
の
完
全
性
を
模

0

0

0

0

0

0

0

倣
す
る
も
の
と
し
て
の
世
界
・
宇
宙
の
完
全
性
と
い
う
議
論

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
『
存
在
の

位ヒ
エ
ラ
ル
キ
ア

階
秩
序
』、

 

 

す
な
わ
ち
宇
宙
の
完
全
性
の
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
存
在
の

段
階
が
事
物
の
間
に
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
議
論
に

よ
っ
て
補
足
さ
れ
る
。」（
五
十
二
頁
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、「
神
の
完
全

性
を
模
倣
す
る
も
の
と
し
て
の
世
界
・
宇
宙
の
完
全
性
と
い
う
議
論
」
か

ら
、「
非
物
体
的
な
知
的
存
在
」
と
し
て
の
天
使
の
存
在
の
必
然
性
が
導

出
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
肉
体
を
持
た
な
い
知
的
で
霊
な
る
存
在
は
中
国
の
伝
統
的

な
思
想
世
界
の
中
に
見
出
し
難
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の

も
、
物
質
的
な
る
も
の
と
精
神
的
な
る
も
の
を
判
然
と
二
分
す
る
よ
う
な

思
考
回
路
が
伝
統
的
な
中
国
思
想
の
世
界
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
小
林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』（
東
京
堂
）
の
「
天

使
」
の
項
（
三
二
五
頁
）
の
「
①
」
に
は
、「
九
階
級
の
天
使
の
総
称
。

…
…
階
級
を
聖
秩

0

0

と
い
い
、
…
…
。」（
同
頁
）
と
あ
る
。
更
に
「
聖
秩
」

の
項
（
三
一
〇
頁
）
に
は
、「
諸
天
使
の
階
級
秩
序
を
指
す
。
三
級
各
三

隊
に
分
か
た
る
。
上
級
三
隊

：

セ
ラ
フ
ィ
ム
（
熾
天
使
）、
ケ
ル
ビ
ム

（
智
天
使
）、
玉
座
（
座
天
使
）、
中
級
三
隊

：
主
権
（
主
天
使
）、
力
（
力

天
使
）、
能
力
（
能
天
使
）、
下
級
三
隊

：
権
勢
（
権
天
使
）、
大
天
使
、

天
使
。」（
同
頁
）
と
あ
る
。

　

天
使
の
階
層
構
造
に
つ
い
て
前
掲
稲
垣
良
典
『
天
使
論
序
説
』（
講
談

社
学
術
文
庫
）
の
第
七
章
「
天
使
の
社
会
」
の
「
天
使
社
会
の
構
造
」
に

は
、「
…
…
こ
の
よ
う
な
天
使
社
会
の
位
階
秩
序
を
最
初
に
体
系
的
に
説

明
し
た
の
は
六
世
紀
の
初
頭
に
書
か
れ
た
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
・
ア
レ
オ

パ
ギ
テ
ス
（
偽
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
）
の
『
天
上
位
階
論
』
で
あ
り
、
七
世

紀
の
大
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
わ
ず
か
な
修
正
を
加
え
て
こ
の
説
明
を
受
け
つ

ぎ
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
や
ダ
ン
テ
（D

ante Alighieri 1265 ‒1321

）

の
著
作
を
通
じ
て
後
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
西
洋
中
世
の
天
使
論

0

0

0

0

0

0

0

0

は
こ
の
『
天
上
位
階
論
』
の
決
定
的
と
も
い
え
る
影
響
の
下
に
展
開
さ
れ

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た0

も
の
で
あ
る
。」（
一
七
九
頁
）
と
あ
る
。

　

つ
ま
り
、『
聖
像
略

』
の
天
使
に
つ
い
て
の
記
述
は
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ

オ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
テ
ス
の
『
天
上
位
階
論
』
│
│
上
智
大
学
中
世
思
想

研
究
所
編
訳
・
大
森
正
樹
監
修
「
中
世
思
想
原
典
集
成 

３
」『
後
期
ギ

リ
シ
ア
教
父
・
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
思
想
』（
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）
に
今

義
博
訳
（
三
三
九
頁

－

四
三
七
頁
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
│
│
の
「
決
定

的
と
も
い
え
る
影
響
の
下
に
展
開
さ
れ
た
」
と
こ
ろ
の
「
西
洋
中
世
の
天

使
論
」
に
拠
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

モ
ー
テ
ィ
マ
ー
・
Ｊ
・
ア
ド
ラ
ー
『
天
使
と
わ
れ
ら
』（
稲
垣
良
典
訳
）

（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
天
使
は
「『
肉
体
な
き

精
神
』（m

inds w
ithout bodies

）」（
十
七
頁
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

島
田
虔
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』（
岩
波
新
書
、
一
九
六
七
年
）
の
第
二

章
「
宋
学
の
完
成
・
朱
子
学
」
の
「
一　

中
国
最
大
の
思
想
家
、
朱
子
」

の
中
の
「
一
気
・
陰
陽
・
五
行
・
万
物
」
に
よ
れ
ば
、「
存
在
す
る
も
の

0

0

0

0

0

0

は
す
べ
て

0

0

0

0

、
気
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
気
は
具
体
的
に
い
え
ば
ガ0

ス
状

0

0

、
空
気
状
の
物
質

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
を
原
子
論
的
に
考
え
る
考
え
方
も
あ
る

が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
成
立
し
ま
い
。」（
八
十
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

正
統
的
な
儒
教
思
想
の
世
界
に
お
い
て
物
質
的
な
要
素
を
持
た
な
い
存
在

は
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
「
肉
体
な
き
精
神
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
天
使
の

存
在
は
そ
の
よ
う
な
中
国
思
想
の
枠
組
を
も
っ
て
し
て
は
理
解
し
難
い
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

天
主
造
成
了
這
許
多
神
。
其
大
半
誠
心
奉
菟
曲
服
于　

天
主
、
謝
造

他
的
恩
。
故　

天
主
賜
之
入
天
堂
、
永
船
受
真
福
樂
。
我
們
在
世
、

頼
他
扶
持

0

0

。
如
今
作
好
人
、
死
後
他
同
住
天
堂
、
受
福
。
這
善
神
就
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是
如
今
衆
人
説
的
天
神
（
二
葉
表
裏
）。

　

主
な
る
神
は
多
く
の
天
使
を
創
造
し
た
。
そ
の
多
く
は
主
な
る
神
を
ま

ご
こ
ろ
か
ら
礼
拝
し
主
な
る
神
に
謙
遜
に
従
い
、
造
ら
れ
た
こ
と
に
対
し

て
感
謝
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
主
な
る
神
は
天
使
を
天
国
に
入
ら
せ
て
永
遠
に

真
の
幸
い
を
享
受
す
る
恵
み
を
与
え
た
。
人
は
こ
の
世
に
あ
っ
て
、
天
使

の
助
け
に
あ
ず
か
る
。
も
し
生
き
て
い
る
間
に
道
徳
的
に
善
き
者
に
な
れ

ば
、
死
後
に
天
使
と
共
に
天
国
に
住
み
、
幸
い
を
享
受
す
る
。
こ
の
善
き

天
使
は
今
多
く
の
人
た
ち
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
天
の
御
使
い
」（
＝「
天

神
」）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
で
「
扶
持
」
と
い
う
語
に
着
目
し
た
い
。
藤
堂
明
保
・
松
本
昭
・

竹
田
晃
編
『
漢
字
源
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
八
八
年
）
は
「
扶
持
」
の

語
を
掲
げ
、
第
一
の
語
義
を
「
手
を
わ
き
の
下
に
あ
て
が
っ
て
た
す
け
さ

さ
え
る
。」（
四
八
七
頁
）
と
し
、
第
二
の
語
義
を
「
手
だ
す
け
す
る
。
救

護
す
る
。」（
同
頁
）
と
し
、
第
二
の
そ
れ
に
は
『
孟
子
』「
滕
文
公
章
句

上
」
の
中
の
「
…
…
疾
病
相
扶
持

3

3

、
則
百
姓
親
睦
。」（
中
華
書
局
「
新
編

諸
子
集
成
」『
四
書
章
句
集
注
』、
二
五
六
頁
）
と
い
う
一
節
を
用
例
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。

　
『
聖
像
略

』
の
中
の
「
扶
持
」
と
い
う
語
は
同
辞
書
に
掲
げ
ら
れ
た

二
つ
の
語
義
の
い
ず
れ
も
関
係
す
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
何
故
な

ら
ば
、
こ
こ
で
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
信
者
の
一
人
一
人
に
付
添
い
、
善

を
勧
め
、
悪
を
避
け
さ
せ
る
役
割
を
も
つ
。」（
小
林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト

教
用
語
辞
典
』
東
京
堂
、
二
八
九
頁
）
と
あ
る
と
こ 

ろ
の ‘ Angelus 

c ustos’

な
る
「
守
護
の
天
使
」（
同
頁
）
の
働
き
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
ン
・
Ａ
・
ハ
ー
ド
ン
編
著
『
カ
ト
リ
ッ
ク
小
事
典
』（
エ
ン
デ
ル
レ

書
店
）
の
「
守
護
の
天
使
」
に
は
、「
生
存
中
の
各
個
人
を
見
守
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ
う

に
神
か
ら
任
命
さ
れ
た
天
上
の
霊
。」（
一
三
六
頁
）
と
あ
る
。
天
使
に
よ

る
個
人
単
位
の
人
間
の
守
護
と
い
う
思
想
は
「
聖
書
と
教
会
の
教
父
た
ち

の
教
え
に
基
づ
い
た
、
教
会
の
変
わ
ら
ぬ
伝
承
の
一
部
分
で
あ
る
。」（
同

頁
）
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
か
ら
、『
聖
像
略

』
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
「
守
護
の
天
使
」
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
教
え
を
述
べ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

衆
神
中
有
一
個
最
尊
貴
、
名
曰
露
攀
弗
尓
。
天
主
賜
他
大
力
量
、
大

才
能
。
他
見
這
力
量
才
能

0

0

0

0

0

0

0

、
便
驕
傲

0

0

0

起0

來0

、
要
似
像

0

0

0　

天0

主0

一
般

0

0

。

九
品
裡
邉
有
許
多
神
、
亂
從
露
痂
弗
尓

心
、
與
他
背　

天
主
。
所

以　

天
主
同
罰
他
下
地
獄
、
受
無
量
無
窮
永
船
真
正
苦
苙
。
這
神
獨

爲
惡
、
不
爲
善
、
常
受
苦
、
無
福
樂
、
這
是
衆
人
説
的
邪
魔
惡

（
二
葉
裏

－

三
葉
表
）。

　

多
く
の
天
使
の
中
で
最
高
の
位
置
に
あ
っ
た
天
使
が
い
た
。
ル
シ
フ
ェ

ル
と
言
っ
た
。
主
な
る
神
は
彼
に
大
き
な
力
と
す
ぐ
れ
た
才
能
を
与
え

た
。
彼
は
こ
の
力
と
才
能
を
見
る
と
忽
ち
高
ぶ
り
、
主
な
る
神
と
同
じ
よ

う
に
な
ろ
う
と
欲
し
た
。
九
つ
の
種
類
の
天
使
の
中
に
は
正
し
い
道
か
ら

外
れ
て
ル
シ
フ
ェ
ル
の
慢
心
に
従
い
彼
と
一
緒
に
な
っ
て
主
な
る
神
に
背

い
た
者
が
沢
山
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
主
な
る
神
は
ル
シ
フ
ェ
ル
と
そ
れ
に
つ

き
従
っ
た
天
使
を
罰
し
て
地
獄
に
下
し
て
測
り
知
れ
な
い
永
遠
の
真
の
苦

し
み
を
味
わ
わ
せ
た
。
こ
の
天
使
だ
け
が
悪
を
な
し
、
善
を
行
な
わ
な
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か
っ
た
。
彼
は
つ
ね
に
苦
し
み
を
味
わ
い
、
幸
い
が
な
い
。
こ
れ
が
多
く

の
人
が
言
う
と
こ
ろ
の
邪
鬼
、
悪
霊
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
罪
の
核
心
を
な
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
天
使

と
い
う
存
在
を
通
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
被
造
物
が
自
ら
の
存

在
の
被
造
的
な
本
質
を
認
識
せ
ず
、
創
造
者
の
意
図
に
抗
い
、
自
ら
を
創

造
者
の
位
置
に
置
く
こ
と
を
試
み
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
つ
ま
り
は
本

質
的
に
有
限
な
存
在
と
し
て
の
自
己
を
否
定
す
る
意
志
と
行
為
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
│
│
悪
霊
に
つ
い
て
は
冨
山
房
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典
』
Ⅲ

の
「
罪
と
惡
」
の
項
の
「
Ⅱ
」（
五
三
一
頁

－

五
三
四
頁
。E. Krebs

担

当
）
が
詳
し
い
で
あ
ろ
う
│
│
。

　

罪
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
認
識
は
中
国
の
伝
統
的
な
思
想
世
界
に
は

見
出
し
難
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
そ
こ
に
は
創
造
に

関
す
る
明
確
な
概
念
が
欠
如
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

天
主
容
他
在
此
世
界
、

誘
世
人
的
心
、
一
則
以
煉
善
人
的
過
失
、

増
善
人
的
功
德

0

0

、
一
則
以
罰
惡
人
的
罪
、
使
攺0

惡0

0

善0

。
人
不
識

認

天
主
、
不
能
力

善
道
、
便
要
被
他
哄
誘
了
去
、
做
許
多
惡

事
、
死
後
便
與
他
同
在
地
獄
、
受
苦
也
（
三
葉
表
）。

　

主
な
る
神
が
ル
シ
フ
ェ
ル
に
こ
の
世
に
お
い
て
世
の
人
々
の
心
を
誘
惑

す
る
こ
と
を
許
し
た
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
善
き
人
の
犯
し
た
過
失
を
煉
り

清
め
、
善
き
人
の
功
徳
を
増
し
加
え
る
た
め
で
あ
り
、
一
つ
に
は
悪
し
き

人
の
罪
を
罰
し
て
、
悪
を
改
め
善
に
移
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
。
人
は
主
な

る
神
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
正
し
い
道
を
行
な
う
こ
と
に
努
め
る
こ
と
が
出

来
ず
、
ル
シ
フ
ェ
ル
に
誘
惑
さ
れ
、
多
く
の
悪
し
き
こ
と
を
行
な
う
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
死
ん
で
後
に
す
ぐ
さ
ま
ル
シ
フ
ェ
ル
と
一
緒
に
地
獄
で

苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
功
德
」
と
い
う
語
と
「
攺
惡

善
」
と
い

う
句
に
注
目
し
て
み
た
い
。
前
者
の
「
功
德
」
と
い
う
語
は
仏
教
用
語
と

し
て
で
は
な
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
理
の
一
つ
で
あ
る‘m

eritum
’

の

訳
語
と
し
て
の
「
功
徳
」（
小
林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』
東

京
堂
、
八
十
七
頁
）
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
後
者
の
「
攺
惡

善
」
と
い
う
語
と
い
う
句
は
明
末
の
無
善
無
悪
思
想

に
対
照
的
な
「
為
善
去
悪
」
│
│
東
京
大
学
出
版
会
『
中
国
思
想
文
化
事

典
』
の
中
の
内
山
俊
彦
・
馬
淵
昌
也
・
坂
元
ひ
ろ
子
「
知
」
の
項
の
「
格

物
致
知
」
の
箇
所
で
言
及
さ
れ
て
い
る
（
三
二
四
頁
）
│
│
の
概
念
に
列

な
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
う
ち
後
者
の
句
に
つ
い
て
更
に
考
え
て
み
た
い
。
万
暦
四
十
四
年

（
一
六
一
六
年
）
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
弾
圧
す
る
事
件
が
生
じ
た
。
当

時
す
で
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
っ
た
徐
光
啓
は
「
辨
學
章
疏
」
と
い
う

文
章
を
書
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
が
「
補
益
王
化
、
左
右
儒
術
、
救
正

佛
法
」（
王
重
民
輯
校
『
徐
光
啓
集
』（
下
冊
）
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

八
四
年
、
四
三
二
頁
）
で
あ
る
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
弁
護
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
が
明
王
朝
に
よ
る
教
化
を
補
い
、
儒
教
を
助
け
、
仏

教
の
弊
害
か
ら
救
う
働
き
を
す
る
と
い
う
わ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
上
疏
の
文
章
の
中
に
、「
其
説
以
昭
事
上
帝
爲
宗
本
、
以
保
救
身

靈
爲
切
要
、
以
忠
孝
慈
愛
爲
工
夫
、
以

0

善
改

0

0

過0

爲
入
門
、
以
懺
悔
滌
除
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爲
進
修
、
以
升
天
眞
福
爲
作
善
之
榮
賞
、
以
地
獄
永
殃
爲
作
惡
之
苦
報
、

一
切
戒
訓
規
條
、
悉
皆
天
理
人
情
之
至
。」（
同
頁
）
と
い
う
一
節
が
あ

る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
は
上
帝
な
る
神
に
仕
え
る
こ
と
を
大
本
と
し
、

身
体
を
保
ち
霊
魂
を
救
う
こ
と
を
重
ん
じ
、
忠
孝
と
慈
愛
を
方
法
と
し
、

悪
か
ら
善
に
移
り
過
ち
を
改
め
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
を
第
一
段
階
と
し
、
罪
を
懺
悔
し

て
こ
れ
を
取
り
除
く
こ
と
を
第
二
段
階
と
す
る
、
天
国
に
昇
る
幸
い
を
善

行
へ
の
褒
賞
と
し
、
地
獄
の
永
遠
の
禍
を
悪
業
へ
の
報
酬
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
す
べ
て
の
戒
め
や
規
定
は
こ
と
ご
と
く
世
界
を
貫

通
す
る
原
理
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
が
そ
の
大
体
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
中
に
「

善
改
過
」
と
い
う
語
句
が
あ
る
。
こ
の
語
句
は
『
聖
像

略

』
の
中
の
「
攺
惡

善
」
と
い
う
語
句
と
よ
く
似
て
お
り
、
実
質
的

に
は
同
じ
意
味
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。「
辨
學
章
疏
」
の
作
者
で
あ
る

徐
光
啓
は
『
聖
像
略

』
の
草
稿
│
│
恐
ら
く
は
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
の
作
に

な
る
『
敬
聖
像
論
』
で
あ
っ
た
ろ
う
│
│
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
際
そ
の
草
稿
中
の
悪
を
改
め
て
善
を
行

な
う
と
い
う
内
容
の
語
句
を
認
め
て
後
、
そ
れ
を
「
攺
惡

善
」
と
い
う

表
現
に
結
び
つ
け
る
主
旨
の
助
言
や
意
見
を
述
べ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
憶
測
の
憶
測
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
ま
た
天
使
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
重

要
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
つ
は
人
は
神
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
善
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
な
い

（「
人
不
識
認　

天
主
、
不
能
力

善
道
」）
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
の

認
識
を
理
解
す
る
た
め
に
は
「
恩
恵
」（gratia

）
に
関
す
る
カ
ト
リ
ッ

ク
の
見
解
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

Ｐ
・
ネ
メ
シ
ェ
ギ
「
恩
恵
」（
研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
一

儻
、
九
八
五
頁

－

九
九
二
頁
）
で
は
「
恩
恵
」
に
つ
い
て
の
総
合
的
で
詳

し
い
解
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、【
宗
教
改
革
と
ト
リ
エ
ン
ト

公
会
議
】
の
部
分
（
九
八
八
頁

－

九
八
九
頁
）
が
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、「
…
…
恩
恵
に
関
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の

教
え
を
総
括
的
に
述
べ
る
た
め
に
、
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
は
、
一
五
四
七

年
に
『
義
化
に
つ
い
て
の
教
令
』
を
発
布
し
た
。
…
…
そ
こ
に
お
い
て

は
、
神
の
先
行
的
な
恩
恵
の
全
き
必
要
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
無
償
性

0

0

0

が
説
か
れ
る
と
同
時

に
、
恩
恵

0

0

と
人
間
の
自
由
な
協
力
の
必
要
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
強
調
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
を

信
じ
る
者
が
恩
恵
に
よ
っ
て
真
に
義
化
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
愛
を
注
ぎ

入
れ
ら
れ
た
正
し
い
人
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。」（
九
八
九

頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
『
カ
ト
リ
ッ
ク
小
事
典
』
の
中
の
「
善
業
」

の
項
目
に
あ
る
「
人
間
は
自
由
意
志
を
も
っ
て
神
の
恩
恵
と
協
力
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

善

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。」（
一
九
七
頁
）
と
い
う
記
述
に
重
な
る
。
こ

れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
人
が
自
由
意
志
に
よ
っ
て
神
の
恩
恵
と
協
力
し

て
善
を
行
な
う
に
は
神
の
存
在
を
認
識
す
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

要
す
る
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
善
業
に
は
神
の
認
識
を
不
可
欠
と
捉
え

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
思
考
様
式
は
従
来
の
伝
統
的
な
中
国
思

想
の
枠
組
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
は
神
が
悪
し
き
霊
が
人
を
試
み
る
こ
と
を
許
す
の
は
、
一
方
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で
は
「
善
き
人
の
犯
し
た
罪
を
煉
り
清
め
、
善
き
人
の
功
徳
を
増
し
加
え

る
た
め
で
あ
り
」（「
以
煉
善
人
的
過
失
、
増
善
人
的
功
德
」）、
他
方
で
は

「
悪
し
き
人
の
罪
を
罰
し
て
、
悪
を
改
め
善
に
移
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
」

（「
以
罰
惡
人
的
罪
、
使
攺
惡

善
」）
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

試
み
と
し
て
の
苦
難
は
道
徳
的
に
善
き
者
の
善
な
る
在
り
か
た
を
よ
り
純

化
す
る
た
め
の
道
筋
で
あ
り
、
他
方
道
徳
的
に
悪
し
き
者
の
悪
し
き
在
り

方
を
改
善
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
と
似
た
言
い
方
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
『
神
の
国
』
第
一
儻
第

八
章
「
善
き
人
び
と
に
も
悪
し
き
人
び
と
に
も
ひ
と
し
く
お
こ
る
の
が
つ

ね
で
あ
る
幸
と
不
幸
と
に
つ
い
て
」
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は

「
…
…
同
じ
苦
し
め
悩
ま
す
力
も
、
善
き
も
の
を
試
練
し

0

0

0

0

0

0

0

0

、
浄
化
し

0

0

0

、
濾0

過
す
る

0

0

0

が
、
し
か
し
悪
し
き
も
の
を
攻
略
し
、
絶
滅
す
る
の
で
あ
る
。」

（
服
部
英
次
郎
訳
『
神
の
国
（
一
）』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
二
年
、
三
十
三

頁
）（“ita una eadem

que vis inruens bonos probat purificat 

・
・
・
・・
 ・・・
・
・・ ・
・・・・・・・・ 

eliquat

・・・・
・
・・, m

alos dam
nat vastat exterm

inat. ”, Augustine, City 

of G
od I, Loeb Classical Library, H

arvard U
niversity Press, 

p. 36, p. 38

）
と
あ
る
。
苦
難
は
善
き
者
に
は
試
練
と
し
て
有
益
で
あ

る
が
、
悪
し
き
者
に
は
滅
び
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
否
定
的
な
意
味
し

か
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
比
べ
、『
聖
像
略

』
で
は
試
み
と
し
て
の
苦
難
は
善
き
者
に

と
っ
て
だ
け
で
は
な
く
悪
し
き
者
に
と
っ
て
も
善
と
の
関
係
で
肯
定
的
な

意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
徐
光
啓
が
『
聖
像
略

』
の
草
稿
に
意
見
を
求

め
く
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
「
攺
惡

善
」
と
い
う
語
句
は
キ
リ
ス

ト
教
神
学
思
想
の
土
台
の
構
築
に
功
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
善
き
者
へ
の
試
み
と
し
て
の
苦
難
に
つ
い
て
の
見
方
に

新
た
な
広
が
り
を
加
え
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
神
学
を
受
動
的
に
受
け
容
れ
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
思
想
の
概

念
を
も
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
学
思
想
に
奥
行
き
を
与
え
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
思
想
を
よ
り
深
い
も
の
に
し
て
行
っ
た
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
視
点
を
変
え
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
学
思
想
が
中

国
思
想
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
普
遍
性
を
獲
得
し
て
行
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
聖
像
略

』
の
試
み
と
し
て
の
苦
難
の
捉
え
方
は
明
末
中
国
に
見
ら

れ
た
「
功
過
格
」
の
思
想
と
は
対
極
的
で
あ
っ
た
。
溝
口
雄
三
・
丸
山
松

幸
・
池
田
知
久
編
『
中
国
思
想
文
化
事
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
）
の
奥

崎
裕
司
「
民
」
の
項
の
中
の
「
功
過
格
」
の
箇
所
に
は
、「
人
間
の
い
っ

さ
い
の
思
念
・
行
為
は
神
に
よ
っ
て
監
察
さ
れ
て
い
て
、
神
意
に
よ
っ
て

吉
凶
禍
福
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
考
え
は
古
来
あ
り
、
そ
こ
で
は
主
体
が

神
の
側
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
分
の
い
っ
さ
い
の
思
念

0

0

・
行
為
の
善
悪

0

0

0

0

0

と
そ
の
程
度
を

0

0

0

0

0

0

、
一
定
の
基
準
に
も
と
づ
い
て
判
定
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
記
述
し

0

0

0

、
計
算

0

0

す
る

0

0

こ
と
が
行
わ
れ
は
じ
め
た
。
こ
れ
が
功
過
格
で
あ
る
。
功
過
格
の
実

0

0

0

0

0

践0

は
、
吉
凶
禍
福
を
本
人
の
努
力
に
よ
っ
て
左
右
し
よ
う
と
す
る
試
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で

あ
り
、
主
体
が
神
で
は
な
く
人
間
の
側
に
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
し
だ
い

に
庶
民
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
は
じ
め
は
吉
凶
禍
福
を
あ
ら
か
じ
め

知
り
身
を
つ
つ
し
む
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
一

人
歩
き
を
は
じ
め
、
自
分
の
運
命
を
ど
う
や
っ
て
自
力
で
切
り
開
く
か
と
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い
う
試
み
に
な
っ
て
い
く
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
が
検
討
さ
れ
、
ど
う
す
れ

ば
人
間
の
運
命
が
変
わ
り
う
る
の
か
と
い
う
思
索
が
進
む
。
こ
う
し
て
功

過
格
は
中
国
の
民
衆
意
識
の
変
遷
を
示
す
も
の
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。」

（
二
二
七
頁
）
と
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
功
過
格
」
と
は
道
徳
行
為
と
現
世
的
幸
福
と
の
間
に
相
関

関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
個
々
の
道
徳
行
為
を
数
値
化
し

て
道
徳
行
為
の
全
体
を
体
系
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
よ

り
道
徳
行
為
の
実
践
は
現
世
的
幸
福
の
追
求
に
連
結
さ
せ
ら
れ
、
道
徳
行

為
は
現
世
的
幸
福
を
獲
得
す
る
た
め
の
手
段
と
化
す
の
で
あ
る
。

　

道
徳
行
為
は
自
己
目
的
的
に
追
求
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど

も
、
現
世
的
幸
福
の
獲
得
の
た
め
に
従
属
的
に
手
段
化
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
も
な
い
。
そ
れ
は
永
遠
の
時
間
の
広
が
り
に
お
い
て
捉
え
返
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
試
み
と
し
て
の
苦
難
を
意
義
づ
け
る
『
聖
像
略

』
の

認
識
は
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
「
思
考
の
枠
組
」
に
拠
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
人
間
の
創
造
の
事
情
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

　
　

天
主
爲
甚

生
人
。
生
人
的
意
思
、
與
生
天
神
一
般
也
。
只
要
我
們

奉
事　

天
主
、
便
立
功
徳
、
得
升
天
堂
受
福
（
三
葉
表
）。

　

主
な
る
神
に
よ
る
人
間
の
創
造
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
神
が

人
間
を
創
造
し
た
意
図
は
天
使
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
人
間
が
主
な
る

神
に
仕
え
し
さ
え
す
れ
ば
、
功
徳
と
な
る
業
を
な
し
て
天
国
に
て
幸
い
を

享
受
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
つ
ま
り
、
地
上
に
あ
っ
て
神
に
仕
え
、
死
後

天
に
て
幸
い
を
享
受
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

神
に
よ
る
人
間
の
創
造
に
つ
い
て
ロ
ヨ
ラ
『
霊
操
』
で
は
「
第
一
週
」

の
「
根
源
と
礎
（
い
し
ず
え
）」
の
箇
所
の
冒
頭
で
、「
人
間
は
創
造
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
主
な
る
神
を
賛
美
し
、
敬
い
、
仕
え
る
た
め

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

 

0

0

0

0

0

、
ま

た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
魂
を
救
う
た
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。」（
前
掲
岩
波
文
庫

『
霊
操
』〔
門
脇
佳
吉
訳
・
解
説
〕、
八
十
六
頁
）
と
あ
る
。『
聖
像
略

』

の
記
述
は
ロ
ヨ
ラ
の
『
霊
操
』
の
中
の
文
章
を
よ
く
踏
ま
え
た
も
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
人
間
観
は
「
気
」
の
集
散
に
よ
っ
て
も
の
の
生
成
を
説
く

朱
子
の
宋
学
的
な
考
え
方
と
は
著
し
く
異
な
る
。
島
田
虔
次
『
朱
子
学
と

陽
明
学
』（
岩
波
新
書
）
の
第
二
章
「
宋
学
の
完
成
・
朱
子
学
」「
死
後
は

ど
う
な
る
か
」
に
は
、「
人
間
も
気
の
凝
集
に
よ
っ
て
生
ま
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
気
の
散

0

0

0

じ
る
に
従
っ
て
死
ぬ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
は
、
他
の
い
っ
さ
い
の
存
在
と
な
ん
の
相
違

も
な
い
。
た
だ
人
間
を
構
成
す
る
気
は
清
く
、
不
偏
で
、
通
じ
る
気
…
…

で
あ
る
の
に
、
動
物
、
植
物
、
無
生
物
は
そ
う
で
な
い
、
と
い
う
だ
け
の

相
違
に
す
ぎ
な
い
。
…
…
死
と
は
、
人
体
を
構
成
し
て
い
た
気
が
本
来
の

『
気
ノ
海
』
に
向
か
っ
て
帰
っ
て
い
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」（
八
十
四

頁

－

八
十
五
頁
）
と
あ
る
。

　

朱
子
の
宋
学
で
は
人
間
の
生
存
と
死
滅
は
万
物
を
構
成
す
る
基
の
よ
う

な
「
気
」
の
集
散
の
差
異
で
し
か
あ
り
得
な
い
。
そ
こ
に
は
可
視
的
な
も

の
を
超
越
し
こ
れ
を
現
実
に
存
在
さ
せ
る
力
を
有
す
る
不
可
視
的
で
人
格

的
な
存
在
に
つ
い
て
の
観
念
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
神
に
よ
っ
て

造
ら
れ
た
存
在
と
し
て
の
人
間
の
捉
え
方
は
、
明
末
中
国
の
知
識
人
と
民
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衆
に
と
っ
て
未
知
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
神

に
よ
る
人
間
の
創
造
の
意
図
が
、
永
遠
の
時
間
に
お
け
る
人
間
の
個
的
生

命
の
存
続
を
前
提
と
し
た
う
え
で
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
彼
ら
は

理
解
の
受
け
皿
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

島
田
虔
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』（
岩
波
新
書
）
の
第
一
章
「
新
し
い

哲
学
の
出
発
」
に
は
、「
も
し
古
い
聖
人
概
念
に
よ
る
な
ら
ば
、
人
間
に

と
っ
て
め
ざ
さ
る
べ
き
理
想

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、『
君
子

0

0

』『
賢
人

0

0

』
で
は
あ
っ
て
も
『
聖

人
』
で
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
る
に
い
ま
や
、
聖
人
こ
そ
人
間
の
理
想
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

あ
る

0

0

こ
と
が
強
調
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
欲
望
否
定
の
道
徳

0

0

0

0

0

0

0

学
と
い
う
学
問
に

よ
っ
て
到
達
し
う
る
こ
と
が
宣
言
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。」（
三
十
五
頁
）

と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
お
い
て
人
間
が
目
指
す
べ
き
は
「
欲

望
否
定
の
道
徳
学
」
を
通
し
て
聖
人
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
方
、

『
聖
像
略

』
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
人
間
が
追
求
す
べ
き
こ
と
は

聖
人
を
理
想
と
す
る
人
格
者
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
神
に
仕
え
る
と
い

う
生
き
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

後
來

0

0

我
們
不
肯
純
一
爲
善

0

0

0

0

0

0

、
就
分
了
円
箇
路
頭
。
一
路
是
善
、
一
路

是
惡
（
三
葉
表
）。

　

し
か
し
や
が
て
人
間
は
ひ
た
す
ら
善
を
な
す
こ
と
を
追
い
求
め
る
と
い

う
こ
と
を
し
な
く
な
っ
た
。
人
間
は
分
か
れ
道
に
立
た
さ
れ
た
。
一
つ
は

善
へ
の
道
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
悪
へ
の
道
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
あ
る
「
不
肯
純
一
為
善
」
と
い
う
語
句
に
、
そ
の
上
の
「
後

來
」
と
い
う
語
と
併
せ
て
注
目
し
た
い
。
こ
の
語
句
は
最
初
人
間
は
自
由

意
志
に
よ
り
善
の
み
を
追
求
し
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
或
る
と
き
か
ら

そ
う
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
或
る
と
き
と
は
人
間
が
原
罪
を
犯
し
た
と
さ
れ
る
と
き
の
こ

と
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
ド
ン
編
『
カ
ト
リ
ッ
ク
小
事
典
』（
エ
ン
デ
ル
レ
書

店
）
の
「
原
罪
」
の
項
に
は
、「
ア
ダ
ム
の
犯
し
た
罪
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

個
人
的
な
大
罪

で
あ
っ
て
、
人
間
性
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
ア
ダ
ム
の
犯
し
た
個
人
的
罪

は
自
由
意
志
を
も
っ
て
犯
し
た
も
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。」（
九
十
頁
）
と
あ
る
。
こ

れ
は
『
聖
像
略

』
の
曲
折
を
内
に
含
む
よ
う
な
語
句
と
大
体
に
お
い
て

照
応
し
合
う
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
宮
川
俊
行
「
原
罪
」
に
は
、「
人
祖
は
罪
の
結
果
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

超
本
性

的
恩
恵
と
外
本
性
的
賜
物
よ
り
な
る
原
始
義
を
一
挙
に
失
っ
て
し
ま
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た0

。
…
…
人
は
人
間
性
を
親
か
ら
引
き
継
ぐ
が
、
そ
の
際
同
時
に
こ
の
罪

責
状
態
も
不
可
避
的
に
伝
え
ら
れ
る
。
人
間
に
は
本
来
与
え
ら
れ
る
べ
き

は
ず
だ
っ
た
神
の
い
の
ち
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
原
罪
の
影

響
で
誰
も
が
自
罪
へ
の
強
い
傾
き
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
し
人
間
性
が
完

0

0

0

0

0

全
に
破
滅
状
態
に
あ
る
と
は
い
え
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
善
と
真
に
対
す
る
能
力
も
或
る
程

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

度
は
残
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

。
意
志
は
真
の
善
を
選
ぶ
自
由
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
わ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

け
で
は
な
い

0

0

0

0

0

。」（
研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
二
儻
、
七
八
一

頁

－

七
八
二
頁
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
原
罪
に
よ
り
「
原
始
義
」

│
│‘iustia originalis’

「
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て
人
祖
に
与
え
ら
れ
た

原
罪
以
前
の
幸
福
の
あ
り
さ
ま
」（
ネ
メ
シ
ェ
ギ
「
原
始
義
」『
新
カ
ト

リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
二
儻
、
七
八
六
頁
）
│
│
を
喪
失
し
た
後
も
、「
善

と
真
に
対
す
る
能
力
」
を
「
或
る
程
度
」
保
持
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
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ろ
う
。『
聖
像
略

』
の
語
句
は
「
後
来
」、
す
な
わ
ち
原
罪
以
後
の
人
間

の
道
徳
能
力
が
弱
化
し
た
状
態
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。

　
　

世
界
上
又
有
三
件
。
挟
能
哄
誘
我
們
爲
惡
、

做
三
仇

0

0

（
三
葉
表

裏
）。

　

世
の
中
に
は
人
間
を
誘
惑
し
て
悪
を
な
さ
せ
得
る
も
の
が
三
つ
あ
り
、

そ
れ
を
「
三
つ
の
敵
」
と
呼
ぶ
。

　
　

肪
一
仇
是
肉
身

0

0

。
我
身
上
的
耳
、
目
、
口
、
鼻
、
四
肢
、
要
被
這
些

聲
色
、
香
味
、
安 

佚
等
件
引
誘
去
、
便
爲
惡
（
三
葉
裏
）。

　

第
一
の
敵
は
肉
体
で
あ
る
。
人
が
音
楽
や
美
し
い
も
の
、
香
り
や
味
、

安
逸
等
に
誘
惑
さ
れ
る
と
、
肉
体
の
感
覚
器
官
で
あ
る
耳
、
目
、
口
、

鼻
、
四
肢
が
反
応
し
て
悪
を
な
す
の
で
あ
る
。

　

肉
体
を
第
一
の
敵
と
す
る
こ
の
箇
所
は
『
孟
子
』「
盡
心
章
句
下
」
の

中
の
「
口0

之
於
味0

也
、
目0

之
於
色0

也
、
耳0

之
於
聲0

也
、
鼻0

之
於
臭0

也
、
四0

肢0

之
於
安
佚

0

0

也
、
性
也
、」（
中
華
書
局
「
新
編
諸
子
集
成
」『
四
書
章
句

集
注
』、
三
六
九
頁
）
と
い
う
箇
所
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。『
聖
像

略

』
の
こ
の
箇
所
は
徐
光
啓
の
よ
う
な
中
国
の
知
識
人
の
教
養
を
前
提

に
し
て
初
め
て
書
き
得
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

肪
二
仇
是
世
俗

0

0

。
外
邊
這
些
風
俗
、
習
慣
的
事
、
人
情
、
大
家
喜
歡

的
事
、
把
箇
人
埋
沒
在
裡
頭
、
難
跳
出
去
、
便
爲
惡
（
三
葉
裏
）。

　

第
二
の
敵
は
世
俗
で
あ
る
。
人
は
外
的
な
風
俗
や
習
慣
に
関
わ
る
こ
と

が
ら
、
人
情
、
支
配
的
な
も
の
さ
し
に
適
合
す
る
こ
と
に
心
を
奪
わ
れ
自

由
を
失
う
。
そ
の
と
き
罪
を
な
す
。
つ
ま
り
、
第
二
の
敵
と
は
俗
世
間
の

雑
事
を
貫
く
価
値
体
系
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

肪
三
仇
是
魔0

0

。
他
的
計
較
又
多
。
或
把
肉
身
世
俗
上
的
情
欲
、
引

誘
人
。
或
功
名
富
貴
引
誘
人
。
或
把

陽
術

0

0

0

同0

詭
説
先
知
、
謂
可
趨0

吉
避

0

0

㐫0

、
引
誘
人
。
或
造
假
經
假
像

0

0

0

0

、
説
道
躬
祀
他
奉
承
他
、
便
可

求
福
免
禍
、
引
誘
人
。
人

中
了
他
的
計
較
、
便
爲
惡
（
三
葉
裏
）。

　

第
三
の
敵
は
悪
し
き
霊
で
あ
る
。
彼
の
計
略
も
ま
た
多
い
。
或
い
は
肉

体
や
世
俗
に
関
わ
る
欲
望
、
或
い
は
功
名
や
富
貴
に
よ
っ
て
人
を
誘
惑
す

る
。
或
い
は
陰
陽
や
術
数
、
詭
弁
や
予
知
に
よ
っ
て
吉
凶
を
支
配
出
来
る

と
言
っ
て
人
を
誘
惑
す
る
。
或
い
は
に
せ
の
経
典
や
に
せ
の
図
像
を
制
作

し
て
現
世
利
益
が
得
ら
れ
る
と
言
っ
て
人
を
誘
惑
す
る
。
人
は
彼
の
計
略

に
陥
っ
て
初
め
て
、
悪
を
な
す
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
「
陰
陽
」
と
「
術
数
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
陰
陽
」
と
は

「
陰
陽
・
五
行
」
│
│
林
克
「
陰
陽
・
五
行
」
東
京
大
学
出
版
会
『
中
国

思
想
文
化
事
典
』、
四
六
九
頁

－

四
七
八
頁
│
│
に
基
づ
く
民
間
宗
教
の

呪
術
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
「
術
数
」
に
つ
い

て
は
川
原
秀
城
『
中
国
の
科
学
思
想
』（
創
文
社
、
一
九
九
六
年
）
に
よ

れ
ば
、「
術
数
学
と
は
広
義
の
『
数
』
の
学
術
の
こ
と
。
今
日
的
意
味
に

お
け
る
天
文
学
・
数
学
・
地
理
学
な
ど
を
主
要
な
分
野
と
す
る
が
、
そ
れ

に
止
ま
ら
ず
天
文
占
・
五
行
占
・
観
相
学
な
ど
の
擬
科
学
の
諸
分
野
を
も

0

0

0

 

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

内
に
含
ん
で
い
る
。

0

0

0

0

0

0

0

 

」（
五
十
六
頁
）
と
あ
る
│
│
同
著
者
の
「
術
數
三
論

│
朱
子
學
は
術
數
學
か
│
」
の
「
一
、
術
數
原
論
」（
池
田
・
水
口
編

『
中
國
傳
統
社
會
に
お
け
る
術
數
と
思
想
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
、

一
五
八
頁

－

一
六
三
頁
）
の
箇
所
が
「
術
數
學
に
か
ん
す
る
筆
者
の
過
去
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の
分
析
結
果
を
命
題
化
し
て
呈
示
す
る
」（
一
五
八
頁
）
も
の
と
し
て
裨

益
さ
れ
る
│
│
。『
聖
像
略

』
に
挙
げ
ら
れ
た
「
術
数
」
も
ま
た
「
数

の
神
秘
術
」（
川
原
「
術
数
」『
中
国
思
想
文
化
事
典
』、
四
七
九
頁
）
と

も
言
う
べ
き
民
間
宗
教
の
呪
術
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。

　

こ
こ
に
は
徐
光
啓
の
よ
う
な
中
国
の
知
識
人
に
よ
る
中
国
の
民
間
宗
教

に
対
す
る
観
察
と
分
析
が
記
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。「
陰
陽
」
や
「
術

数
」
な
ど
の
本
質
は
「
趨
吉
避
㐫
」、「
求
福
免
禍
」
と
い
う
語
に
顕
著
に

現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
呪
術
に
よ
る
現
世
利
益
の
追
求
に
あ
る
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

徐
光
啓
に
父
徐
思
誠
の
こ
と
を
綴
っ
た
「
先
考
事
略
」
と
い
う
文
章
が

あ
る
。
そ
の
中
に
、「
博
覽
強
記
、
於0

陰
陽
醫

0

0

0

術0

星
相
占
候
二
氏
之
書

0

0

0

0

0

0

0

0

、

多0

所
通

0

0

綜0

、
每0

爲
人
陳

0

0

0

説0

講
解

0

0

、
亦0

0

0

終0

日0

。
晩
年
悉
棄
去
、
專
意
修

身
事
天
之
學
、
以
惠
迪
清
昇
爲
宗
。」（『
徐
光
啓
集
』
下
冊
、
五
二
六

頁
）
と
あ
る
。
父
思
誠
は
人
に
解
説
す
る
ほ
ど
に
陰
陽
等
の
民
間
宗
教
の

呪
術
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
晩
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
な

る
に
及
ん
で
こ
れ
ら
の
書
を
棄
て
去
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

独
り
父
思
誠
の
み
で
は
な
い
。
徐
光
啓
は
間
野

龍
『
明
代
文
化
史
研

究
』（
同
朋
舎
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
万
暦
二
十
一
年
（
一
五
九

三
年
）、
三
十
一
歳
の
時
に
三
教
合
一
論
者
林
兆
恩
の
著
者
の
抜
粋
で
あ

る
『
林
子
第
一
義
』
二
儻
を
同
郷
松
江
の
弟
子
数
名
と
共
に
編
集
し
た
よ

う
で
あ
る
（
四
六
六
頁
、
五
四
一
頁
）。
林
文
孝
「
林
兆
恩
」
に
よ
れ

ば
、「
入
門
者
に
伝
授
し
た
艮
背
法
は
道
教
的
な
呼
吸
法
と
推
測
さ
れ
、

病
気
治
療
の
効
果
が
あ
っ
た
。」（
尾
崎
雄
二
朗
・
竺
沙
雅
章
・
戸
川
芳
郎

『
中
国
文
化
史
大
事
典
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
一
二
七
七
頁
）

と
あ
る
。
徐
光
啓
も
ま
た
道
教
的
な
医
術
と
考
え
ら
れ
る
「
艮
背
法
」
と

無
縁
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば

徐
光
啓
は
青
年
期
に
あ
っ
て
「
陰
陽
」
や
「
術
数
」
を
受
け
容
れ
る
側
に

い
た
と
い
え
る
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

奉
教
士
人
と
な
っ
て
以
降
の
徐
光
啓
に
と
っ
て
呪
術
に
よ
り
現
世
利
益

を
追
求
す
る
と
さ
れ
る
民
間
宗
教
の
教
義
は
自
ら
主
体
的
に
そ
の
病
巣
を

内
側
か
ら
剔
出
し
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
切
実
な
問
題
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
『
聖
像
略

』
に
お
け
る
「
三
つ
の
敵
（
三
仇
）」
と
は
何

に
拠
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
Ｍ
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
『
ド

チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』
の
第
二
章
中
の
師
と
弟
子
の
間
の
最
後
の
問
答

が
、「
２
Ｍ
23 

師

わ
れ
ら
の
敵

0

0

0

0

0

と
は
だ
れ
の
こ
と
か
。　

Ｄ　

弟　

世0

間0

と
悪
魔

0

0

と
肉
慾

0

0

と
の
こ
と
で
あ
る
。」（
龜
井
孝
、
Ｈ
・
チ
ー
ス
リ
ク
、

小
島
幸
枝
『
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
版 

キ
リ
シ
タ
ン
要
理
』〔
岩
波
書
店
、
一

九
八
三
年
〕
第
二
部
「
資
料
篇
」「
影
印
・
翻
訳
」〔
二
十
九
頁
〕）
と

な
っ
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
の
影
印
の
箇
所
が
少
し
不
鮮
明
で
あ
る

が
、「
わ
れ
ら
の
敵
」
は‘nossos im

igos’

「
世
間
」
は‘m

undo’
「
悪
魔
」
は‘diabo’

「
肉
慾
」
は‘carne’

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
│
│
影
印
は
一
六
〇
二
年
刊
、
大
英
図
書
館
所
蔵
の
も
の
と
あ
る

（
一
頁
）
│
│
。
そ
こ
で
、
オ
ブ
レ
ー
ト
会
の
ジ
ェ
ニ
ヴ
ァ
ウ
ド

G
enivaldo

神
父
様
に‘im

igos’

と
い
う
綴
り
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
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と
こ
ろ
、
当
時
は‘im

igos’

と‘inim
igos’

の
二
つ
の
形
が
用
い
ら

れ
た
が
、
現
在
で
は‘inim

igos’

が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ご
教
示

を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
。
つ
ま
り
『
聖
像
略

』
の
中
の
「
三

仇
」
は
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
の
『
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

版
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。

　

中
国
社
会
文
化
学
会
二
〇
一
七
年
度
大
会
（
於
東
京
大
学
文
学
部
大
教

室
）
の
初
日
（
七
月
八
日
）
に
王

璐
さ
ん
の
「
漢
訳
教
理
問
答
『
天
主

聖
教
啓
蒙
』
の
研
究
│
│
明
末
天
主
教
布
教
実
態
の
一
様
相
」
と
い
う
題

名
で
の
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「『
啓
蒙
』
は
底
本
で
あ
る

D
octrina Christã

の
内
容
を
全
面
的
に
取
り
入
れ
、
第
十
三
章
を
除
い

て
順
序
や
章
立
て
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
。」（「
五
、
終
わ
り
に
」
配
布

資
料
四
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
二
、
明
末
天
主
教
教
理
書
に
お

け
る
『
啓
蒙
』」
の
「2.1

『
啓
蒙
』
の
著
者
と
諸
版
に
つ
い
て
」（
配
布

資
料
一
頁
）
に
紹
介
さ
れ
た
フ
ィ
ス
テ
ル
（Pfister
）
の
『
在
華
耶
穌
会

士
列
伝
及
書
目
』（N

otices biographiques et bibliographiques 

sur les Jésuites de I ’ancienne m
ission de Chine 1552 ‒1773

）

第
一
儻
（tom

e I

）
第
十
八
番
の
ロ
ー
シ
ャ
の
項
目
に
は
著
作
と
し
て

『
天
主
聖
教
啓
蒙
』
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は‘Cartilha’

と
い
う

題
名
で
知
ら
れ
る
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
の
漢

訳
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
原
著
、
六
十
九
頁
）
│
│
本
報
告
か

ら
他
に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
│
│
。

　
『
天
主
聖
教
啓
蒙
』
の
該
当
箇
所
は
、「
師　

我
們
的
讐
敵

0

0

0

0

0

是
誰
。　

學

這
有
三
件
、
世
俗

0

0

、
魔0

0

、
本
身

0

0

。」（『
耶
穌
會
羅
馬

案
館 

明
清
天
主

教
文
獻
』
第
一
冊
（
台
北
利
氏
学
社
、
三
九
二
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。

「
本
身
」
の
部
分
の
み
が
「
肉
身
」
の
『
聖
像
略

』
と
は
異
な
る
。

Standaert

『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク 

六
三
五

－

一
八
〇
〇
』

（H
andbook of Christianity in China

）
第
一
儻
に
よ
れ
ば
、『
聖

教
啓
蒙
』
は
一
六
二
〇
年
出
版
で
あ
る
（
六
一
一
頁
）。
ま
た
、
徐
宗
澤

『
明
清
間
耶
穌
会
士
訳
著
提
要
』
に
よ
れ
ば
、
一
六
二
三
年
出
版
（
上
海

書
店
出
版
社
、
三
三
三
頁
）
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、『
聖
像
略

』
が
漢
訳
に
あ
た
っ
て
『
聖
教
啓
蒙
』
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
は
ひ
と

ま
ず
言
い
難
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 

　

尚
、
一
五
九
一
年
刊
の
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
本
の
日
本
語
文
の

翻
刻
で
は
「
わ
れ
ら
の
敵
」
は
「
我
等
が
て
き
」（『
日
本
イ
エ
ズ
ス
会

版 

キ
リ
シ
タ
ン
要
理
』、
二
一
八
頁
）、「
世
間
」
は
「
世
界
」（
二
一
九

頁
）、「
悪
魔
」
は
「
天
狗
」（
同
頁
）、「
肉
慾
」
は
「
肉
身
」（
同
頁
）
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
彙
は
禅
仏
教
と
の
関
わ
り
を
窺
わ
せ
る
も
の

で
は
な
い
か
（
大
修
館
『
新
版 

禅
学
大
辞
典
』、
六
五
一
頁
、
八
九
〇

頁
、
四
二
一
頁
）。

　

以
上
、
内
閣
文
庫
所
蔵
に
な
る
『
天
主
聖
像
略

』
の
中
の
神
に
よ
る

天
と
地
、
天
使
と
人
間
の
創
造
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
大
ま
か
に
辿
っ

て
み
た
。
こ
れ
を
通
し
て
二
つ
の
こ
と
が
分
か
っ
て
来
た
よ
う
に
思
う
。

　

一
つ
は
『
聖
像
略

』
は
教
会
を
訪
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
に
関
心

を
持
ち
洗
礼
を
希
望
す
る
者
、
す
な
わ
ち
「
洗
礼
志
願
者
」
に
対
し
て
宣

教
師
及
び
カ
テ
キ
ス
タ
│
│
「
伝
道
士
」
と
も
称
さ
れ
る
（
研
究
社
『
新

カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
一
儻
、
一
二
〇
頁
）
│
│
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
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理
を
教
え
る
た
め
に
編
ま
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。「
洗
礼
志
願
者
」
の
自
習
用
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宣

教
師
や
カ
テ
キ
ス
タ
が
教
理
を
「
洗
礼
志
願
者
」
に
説
明
す
る
た
め
に
使

用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
宣
教
師
や
カ
テ
キ
ス
タ
は
別
途
に
そ
の

た
め
の
解
説
書
の
よ
う
な
も
の
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
は
『
聖
像
略

』
の
作
成
に
当
た
り
、
徐
光
啓
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
中
国
の
知
識
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。「
攺
惡

善
」
の
よ
う
な
語
句

や
『
孟
子
』
の
中
の
一
節
を
踏
ま
え
た
よ
う
な
文
、
明
末
中
国
の
宗
教
事

情
を
反
映
し
た
よ
う
な
文
は
徐
光
啓
の
よ
う
な
中
国
の
知
識
人
の
存
在
を

抜
き
に
し
て
は
考
え
難
い
か
ら
で
あ
る
。

　
『
聖
像
略

』
は
十
戒
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
説
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
次
に
具
体
的
に
見
て
行
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
う
（
続
）。


